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５
月
10
日
㈮
、
チ
ャ
オ
ル
の
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
前
に
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、今
年
で
３
回
目
と
な
る
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
高
山
班
の
皆

さ
ん
と
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
親
子
の
皆
さ
ん
と
の
世
代
間
交

流
事
業
、「
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
方
か
ら
苗
植
え
の
コ
ツ
に
つ
い

て
の
お
話
し
を
聞
き
、
そ
の
後
、
子
ど

も
た
ち
が
苗
を
受
け
取
っ
て
、
事
前
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

が
、
土
を
耕
し
て
ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
を

掛
け
て
準
備
し
た
畝
に
向
か
い
ま
す
。

　

等
間
隔
に
切
れ
込
み
が
入
れ
ら
れ
た

場
所
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
が
先
に
穴
を
掘
り
水
を
入
れ
た

と
こ
ろ
に
、
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
な
手

で
苗
を
横
に
置
き
、「
早
く
大
き
く
な

あ
れ
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
土
を
掛
け
て
行
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
秋
に
た
く
さ
ん
の

芋
が
取
れ
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

た
ち
と
一
緒
に
、
植
え
終
わ
っ
た
50
本

の
苗
に
１
本
ず
つ
丁
寧
に
ジ
ョ
ロ
で
水

や
り
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
お
散
歩
の
度
に
さ
つ
ま
芋

の
成
長
を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お芋さん早く大きくなってね

おじいちゃんと水やりしよう 水やり楽しい～

苗もらったよ～

ここにも苗植えるよ～

世代間交流  さつま芋苗植え

社協だよりは、赤い羽根共同募金の
配分金で発行されています。
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４
月
19
日

㈮
、
役
場
２
階

場
２
階
和
室
に

於
い
て
、
令
和

元
年
度
高
山
村

遺
族
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
　
長
　
　
　
　
宮
前
　
米
彦

　
副
会
長（
会
計
）　
坪
井
林
一
郎

　
副
会
長
　
　
　
　
渋
谷
　
一
三

　
副
会
長
　
　
　
　
越
　
　
昭
雄

　
女
性
部
長
　
　
　
渋
谷
　
和
枝

　
女
性
副
部
長
　
　
黒
岩
　
惠
子

　
監
　
事
　
　
　
　
藤
沢
　
　
靖

　
監
　
事
　
　
　
　
涌
井
　
久
子

　
会
　
長
　
　
　
　
藤
沢
　
一
實

　
副
会
長（
会
計
）　
木
山
　
章
次

　
副
会
長（
体
育
）　
涌
井
　
重
作

　
副
会
長（
教
養
）　
戸
田
　
富
雄

　
副
会
長（
女
性
）　
松
本
　
和
子

　
女
性
副
部
長
　
　
夏
目
　
花
子

　
監
　
事
　
　
　
　
内
山
　
　
一

　
監
　
事
　
　
　
　
関
谷
　
勝
吉

　
会
　
長
　
　
　
　
小
林
　
誠
二

　
副
会
長
　
　
　
　
福
本
　
　
健

　
副
会
長（
会
計
）　
宮
川
百
合
子

　
監
　
事
　
　
　
　
毛
利
　
洋
子

　
監
　
事
　
　
　
　
一
柳
　
清
彦

　

５
月
17
日

㈮
、
チ
ャ
オ
ル

の
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
高
山
村

老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
第
59
回
定

期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
落
語
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
中
野
市
落
語
研
究
会
」
の
お

二
人
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
笑
い
が
沸

き
起
こ
り
、
賑
や
か
な
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
㈬
、

高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
於
い

て
、
平
成
30
年

度
高
山
村
身
体

障
害
者
福
祉
協

会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
小
布
施

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
を
含
め

　

５
月
22
日
㈬
、
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、
独
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

松
の
湯
倶
楽
部
で
は
、
４
月
22

日
～
26
日
ま
で
の
５
日
間
、
村
内

の
桜
の
名
所
を
巡
る
「
お
花
見
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
チ
ャ
オ
ル
周
辺
か

ら
中
学
校
と
小
学
校
を
回
り
、
車

窓
か
ら
桜
を
見
て
頂
い
た
あ
と
、

中
塩
の
枝
垂
れ
桜
へ
と
車
を
進
め

る
ル
ー
ト
で
、
中
塩
で
は
、
全
員

が
車
か
ら
降
り
て
桜
の
下
へ
行
き
、

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

見
ご
ろ
と
な
っ
た
桜
は
、
圧
倒

さ
れ
ん
ば
か
り
で
、
間
近
で
見
る

事
が
で
き
た
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、

一
様
に
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

忠魂碑前で行われた慰霊法要上手に出来ておいしい～

分担作業で楽しく調理

見事な桜に大感激の皆さん

各
種
団
体
総
会
開
催

高
山
村
遺
族
会

高
山
村老人

ク
ラ
ブ
連
合
会

高
山
村

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
料
理
教
室

松の湯倶楽部の花見 社
協
主
催

　

４
月
19
日
㈮
、
須
坂
市
消
防
署
高

山
分
署
東
側
に
あ
る
忠
魂
碑
前
で
、

社
協
主
催
に
よ
る
「
高
山
村
戦
没
者

慰
霊
法
要
」を
高こ
う
せ
い
じ

井
寺
住
職
に
よ
り
、

執
り
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
高
山
老
連
役
員

令
和
元
年
・
２
年
度
役
員

た
、
上
高
井
郡
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
フ
レ
イ
ル
（
要
介
護

に
近
づ
く
状
態
）
を
予
防
し
て
健

康
長
寿
」
を
テ
ー
マ
に
、
村
の
管

理
栄
養
士
が
考
案
し
た
、
心
身
の

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
、
栄
養

素
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
、
鯛
飯
、

春
野
菜
肉
じ
ゃ
が
、
き
ゅ
う
り
と

生
わ
か
め
の
酢
の
物
、
小
松
菜
と

キ
ノ
コ
の
み
そ
汁
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
遺
族
会
か
ら
社
協
が
慰
霊

法
要
を
引
き
継
い
で
２
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
高
井
寺
住
職
の
読
経
が
流

れ
る
中
、
社
協
会
長
を
始
め
、
遺
族

会
の
皆
さ
ん
な
ど
が
順
次
焼
香
に
立

ち
、
戦
争
で
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の

ご
冥
福
と
、
過
ち
が
二
度
と
繰
り
返

さ
れ
な
い
世
の
中
に
な
る
事
を
願
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
男
性
も
会
員
に
加

わ
っ
た
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

か
ら
、
男
性
１
人
と
女
性
３
人
の

皆
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い

し
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
女
性

部
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
、
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
作
業
す
る
う

ち
に
料
理
が
出
来
上
が
り
い
よ
い

よ
試
食
で
す
。
だ
し
が
利
い
て
塩

分
控
え
め
の
割
に
味
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
と
て
も
お
い
し
く
で
き

ま
し
た
。

戦
没
者
慰
霊
法
要
を開催
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５
月
９
日
㈭
、
令
和
元
年
度
第
１

回
日
赤
奉
仕
団
研
修
会
を
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
今
年

度
新
た
に
選
任
さ
れ
た
25
名
の
奉
仕

団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
の
講

師
か
ら
、
赤
十
字
の
成
り
立
ち
や
事

業
内
容
、
奉
仕
団
の
活
動
事
例
等
の

基
礎
知
識
に
つ
い
て
学
習
し
た
あ

と
、
保
育
園
向
け
の
教
材
を
使
っ
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
材
の
絵
を
見
な
が
ら
、
地
震
発

生
時
の
室
内
に
お
け
る
様
々
な
危
険

や
、
取
っ
て
は
い
け
な
い
行
動
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
身
を
守
る

た
め
の
基
礎
知
識
や
判
断
力
を
養
い

ま
し
た
。

　

近
年
、
大
き
な
災
害
が
立
て
続
け

　

訪
問
介
護
事

業
所
で
は
、「
誰

も
が
住
み
な
れ

た
家
で
生
活
し

た
い
」
と
思
う

高
齢
者
や
、
障
が
い
を
も
つ
皆
様

の
在
宅
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、

家
族
の
皆
さ
ん
の
介
護
負
担
の
軽

減
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ス
タ
ッ
フ
共
々
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所

は
、
障
が
い
の

あ
る
方
と
一
緒

に
働
く
事
業
所

で
、
皆
さ
ん
が
働
き
や
す
い
環
境

を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
事
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
２
回

の
お
出
掛
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

松
の
湯
倶
楽

部
で
は
、
利
用

さ
れ
る
皆
さ
ん

が
、
今
で
き
る

こ
と
を
最
大
限

発
揮
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
頂
け

る
よ
う
、
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
取

り
入
れ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
私

た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　生活や就労などでお困りの方を対象に、関
係機関と連携して総合的な支援を行う「長野
県長野生活就労支援センター“まいさぽ信州
長野”」の「出張相談所」を、保健福祉総合セ
ンター内社協窓口にて開設しています。
　あらかじめ電話で予約していただきますと、
県の相談員と面談が出来ます。一人で悩まず
にお気軽にご相談ください。相談は無料です。
高山村社会福祉協議会
　場所　高山村牧 130-１
　　　　保健福祉総合センター（チャオル）内
　☎２４２―１２２０
　（休日を除く月～金 8：30 ～ 17：15）
まいさぽ信州長野
　場所　長野市若里 7-1-7
　　　　県社会福祉総合センター 4F
　☎２６７―７０８８
　（休日を除く月～金 9：30 ～ 17：00）

　

４
月
よ
り
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
働

か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
く
笑
顔
が
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
出
身
は
高
山
村
で
す
の

で
、
地
元
の
た
め
に
精
一
杯
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

グループ内では活発な意見も

日
赤
奉
仕
団

研
修
会
開
催

管
理
者
　
竹
内
　
美
幸

管
理
者
　
遠
山
　
美
希

管
理
者
　
上
野
　
通
彦

  

通
所
介
護
事
業
所

　
　 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　
西
原
　
秋
名

会　
　

長　
　
　

内
山　

信
行

副 

会 

長　
　
　

藤
沢　

敏
和

副 

会 

長　
　
　

牧　
　

輝
夫

常
務
理
事　
　
　

牧　
　
　

武

理　
　

事　
　
　

松
本　
　

茂

理　
　

事　
　
　

山
﨑
マ
ル
ミ

理　
　

事　
　
　

西
澤　

堅
治

理　
　

事　
　
　

藤
沢　

一
實

理　
　

事　
　
　

小
林　

誠
二

理　
　

事　
　
　

山
田
麻
記
子

理　
　

事　
　
　

山
崎　

敏
子

理　
　

事　
　
　

松
本　

和
子

監　
　

事　
　
　

中
村　

義
忠

監　
　

事　
　
　

松
本　

壽
治

評 
議 
員

日
向　

健
二　
　

久
保
田　

守

千
葉
惠
里
子　
　

澁
谷
恵
津
子

関
谷
小
一
郎　
　

黒
岩　

道
子

黒
岩
久
美
子　
　

宮
前　

米
彦

増
村　

玲
子　
　

山
嵜　
　

泉

黒
岩　

伸
江　
　

山
岸　

弘
子

黒
岩　

隆
三　
　

佐
藤　

和
男

社
協
役
員
の
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

各
事
業
所
の
管
理
者
が
変
わ
り
ま
し
た

訪
問
介
護
事
業
所

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

松
の
湯
倶
楽
部

今
年
度
新
た
に
採
用
し
た

職
員
を
紹
介
し
ま
す

長野県長野生活就労支援センター
 「まいさぽ信州長野」に

お気軽にご相談ください

に
発
生
し
、
非
常
時
へ
の
備
え
が
大

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月
１
日
㈰

に
は
、
奥
山
田
の
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
広
場
で
行
わ
れ
る
高
山
村
総
合
防

災
訓
練
で
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
包
装

食
袋
）
を
使
用
し
て
行
う
炊
き
出
し

訓
練
を
は
じ
め
、
今
後
も
研
修
会
を

重
ね
て
行
き
ま
す
。

　

皆
様
の
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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７ 月、８ 月
日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 月 赤和、荒井原 17 水 桝形、三郷
2 火 紫、緑ヶ丘 18 木 中原、なかひら
3 水 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 19 金 宮関、荻久保
4 木 駒場、松原 20 土 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
5 金 牧、福井原 21 日 障がい者の皆さんの利用日
6 土 桝形、三郷 22 月 千本松、新堀、堀之内
7 日 中原、なかひら 23 火 水中、久保
8 月 宮関、荻久保 24 水 赤和、荒井原
9 火 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 25 木 紫、緑ヶ丘

10 水 千本松、新堀、堀之内 26 金 牧、福井原
11 木 水中、久保 27 土 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
12 金 牧、福井原 28 日 駒場、松原
13 土 赤和、荒井原 29 月 桝形、三郷
14 日 紫、緑ヶ丘 30 火 中原、なかひら
15 月 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 31 水 宮関、荻久保
16 火 駒場、松原  

日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 木 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 17 土 紫、緑ヶ丘
2 金 千本松、新堀、堀之内 18 日 障がい者の皆さんの利用日
3 土 水中、久保 19 月 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
4 日 赤和、荒井原 20 火 駒場、松原
5 月 紫、緑ヶ丘 21 水 桝形、三郷
6 火 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 22 木 中原、なかひら
7 水 駒場、松原 23 金 宮関、荻久保
8 木 桝形、三郷 24 土 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
9 金 牧、福井原 25 日 千本松、新堀、堀之内

10 土 中原、なかひら 26 月 水中、久保
11 日 宮関、荻久保 27 火 赤和、荒井原
12 月 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 28 水 紫、緑ヶ丘
13 火 千本松、新堀、堀之内 29 木 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
14 水 水中、久保 30 金 牧、福井原
15 木 赤和、荒井原 31 土 駒場、松原
16 金 牧、福井原

2019 年７月 2019 年８月

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

お
風
呂
休
業
に
つ
い
て

た
の
し
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
す

世
代
間
交
流
会
開
催

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
り
ま
す
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
は
、
施

設
建
設
か
ら
15
年
が
経
過

し
、湯
気
が
天
井
裏
に
廻
り
、

天
井
を
吊
る
金
具
が
劣
化
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
４

月
16
日
か
ら
休
業
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
改
修
工
事
の
設
計
が
完

了
し
、
６
月
か
ら
工
事
に
着
手
。

８
月
末
日
に
は
完
了
し
、
９
月
か

ら
営
業
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

　

休
業
期
間
中
、
村
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
方
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン

ド
に
お
い
て
、
１
０
０
円
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
際
、
運
転
免
許
証

等
の
身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大

変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

社
協
で
は
、
村
内
に
お
住
ま

い
の
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た「
た
の
し
サ
ロ
ン
」を
、

隔
月
の
奇
数
月
に
開
催
し
て
お

り
、
７
月
か
ら
は
今
ま
で
別
々

に
行
っ
て
い
た
「
身
障
協
サ
ロ

ン
」
も
合
同
で
行
う
事
に
な
り

ま
し
た
。
村
内
在
住
の
障
が
い

者
の
皆
さ
ん
是
非
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
社
協
ま
で

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社

協
の
共
催
で
、
今
年
度
１
回
目

の
『
世
代
間
交
流
七
夕
飾
り
作

り
』
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

７
月
4
日 

㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
～
12
時

場　

所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

申
込
み
お
問
い
合
わ
せ
は
社

協
ま
で

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、
社
協
）
で
は
、
社
会
福
祉

法
第
１
０
９
条
に
基
づ
き
地
域

福
祉
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た

い
」
と
い
う
願
い
を
叶
え
る
た

め
に
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
を
よ
り
一
層

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
本
年

も
１
世
帯
１
、
０
０
０
円
の
「
社

協
会
費
」
を
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
７
月
末
ま
で
に
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
に
働
く
場

を
提
供
し
て
い
る
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
、
花
苗
を
育
て
て
、
苗

や
鉢
花
と
し
て
販
売
す
る
ほ
か
、

村
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
花
街
道

整
備
事
業
へ
も
、
花
苗
の
提
供
を

行
っ
て
お
り
、
年
間
約
３
万
鉢
を

自
主
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に

は
、
平
成
25
年
か
ら
週
２
～
３

日
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

社
協
会
費
納
入
のお願

い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

※
熱
中
症
予
防
の
た
め
当
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
お
風
呂
は
工
事
の
為
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

ら
作
業
を
補
助
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

と
作
業
す
る
こ
と
が
生
き
が
い
で

す
。」
と
話
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
。

　

長
年
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
支

え
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※上記の曜日以外にもご利用いただけますので希望される場合には、社協事務局までご連絡ください。


